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～研究分野を超えた公平な評価を目指して～
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教育職員評価 研究力の評価とは？

教育領域

論文数

引用数
IF

（インパクトファクター）

社会的背景

研究分野を超えた公平で
客観的な評価が必要！

SURE -Metrix

EBPM（Evidence-Based Policy Making）
政策の企画をその場限りのエピソードに頼るのではなく、政策目的
を明確化したうえで合理的根拠（エビデンス）に基づくものとする
こと。

科学技術基本法を改正へ
人文・社会科学も加える方針

政府の総合科学技術・イノベーション会議は17日の有識者議員に
よる会合で、1995年に成立した科学技術基本法を改正する方針を
打ち出した。基本法で科学技術の振興施策の対象外となってきた人
文・社会科学を加えるため、具体的な検討作業に入る。

研究領域

社会貢献領域 管理運営領域

（毎⽇新聞2019年1⽉17⽇）

（内閣府）

九州工業大学IR室が開発



SURE – Metrix
（Standardized Unbiased Research Evaluation）

正規化の対象となる指標（例）

・論文数 ：開発済み
・被引用数 ：開発途中
・外部資金の獲得額 ：開発予定

特徴

・マンパワー（投じた労力）という概念を導入

A Normalized Index to Quantify Publication Productivity across Disciplinary Boundaries
International Journal of Institutional Research and Management,Vol.1,No.1,P.67-81(2017)

－ 研究分野特性を考慮した正規化指標群 －



主な問題点

・分野によって論文の出易さが異なる
・分野によって論文の平均的な共著者数が異なる
・分野によって論文の平均的な引用回数が異なる
・分野によって研究費の必要額が異なる

etc.

分野を超えて研究力を比較することが困難

教員評価や大学ベンチマーキングの煩雑化

－ 正規化指標開発の背景 －



① 分野jの平均的な論文の出易さ

Pj ＝

② 教員iの分野jにおける正規化論文数

γij ＝

③ 教員iの正規化論文数

γi・ ＝ γijの全分野合計

正規化論文数の平均は1
（1を上回ると、平均よりも論文を多く発表していると解釈）

分野jへの全投入マンパワー

分野jの全論文数

－ 正規化論文数の概要 －

Pj

教員iの分野jにおける論文数



－ 開発状況 －

2015年度

開発開始

参加大学数：1

2016年度

開発終了

参加大学数：1

2017年度

他大学と連携開始

参加大学数：6

2018年度

改良開始

参加大学数：8+α

指標の高精度化基礎概念の確立

－ 今後の展開 －

本指標に興味のある大学に対して活用支援を行う予定
（現在3大学が活用を検討中）

全て国立大学


